
令和６年度 令和７年度 令和８年度

建設予定地の検討【第１～２回検討会】

配置の検討（平面・立体）／想定される「活動」の検討【第３～４回検討会】 機能・規模の検討基本計画の検討

市民意見の収集 意見を基にした管理運営面の検討

� 令和６年度の議論内容を
基に「イメージ模型」を
作成

� 市民文化会館１階にエン
トランスホールに展示す
るとともに、アンケート
調査を実施

� 市民説明・意見交換会を
計３回開催

� JR旭川駅や商業施設など
外部でのPRと意向調査を
実施

→ 様々な活動での利用希望
 とあわせて、管理運営面
 に関する多数の意見をい
 ただきました。

　これまで収集した市民
意見に示された希望を基
に、新文化ホールが担う
べき事業について議論し
ました。

　議論を通して事業（ソ
フト）の面から想定され
る機能や規模（ハード）
面の考え方の基礎となる
「事業の方向性」と、
管理運営面の考え方の基
礎となる「管理運営の方
向性」について定め、令
和８年度は詳細な機能・
規模について議論するこ
ととしました。

第８～10回検討会第６～７回検討会

　市民説明・意見交換会
やイメージ模型の展示会
場（市民文化会館１階エ
ントランスホール）と
web上で行ったアンケー
ト調査から得られた意見
を基に議論しました。

　引き続き幅広く市民意
見を聴取するとともに意
見に示された管理運営面
についても検討すること
とし、丁寧な議論を行う
ために、検討期間を１年
間延長することとしまし
た。

検討の成果

令
和
８
年
度
の
検
討
へ

多くの市民が鑑賞
を通して感動や興
奮を得、文化の醸
成やまちの活性化
に寄与する

①

市民の活動を応援
し、成長の場を提
供する

②

幅広い属性の人が
訪れ、交流を通し
てまちと文化を活
性化させる

③

新たな世代、施設
を利用したことが
ない人が施設を訪
れるきっかけをつ
くる

④

整備事業の方向性
道北の文化芸術の
拠点として、市民
や興行主等が自ら
催しを開催したく
なる仕組みづくり

①

時代のニーズに柔
軟かつ速やかに対
応可能な管理運営
体制の構築

②

サービスの質の向
上と適切な採算管
理の両立による持
続可能な施設運営

③

管理運営の方向性


